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は じ め に

カ ン キ ツ の露地栽培で は ， 着色 を 良 く し糖度 を 向上 さ

せ る た め ， 光反射率の 高 い マ ル チ 資材が普及 し て い る 。

主要産地 に お い て は光セ ン サ ー に よ る 集出荷施設の整備

が進み， 品質評価 は さ ら に 厳密 に な り 始 め て い る こ と か

ら 今後， マ ル チ栽培面積 は 急速 に 拡大す る と 見 ら れて

い る 。

カ ン キ ツ の主要害虫で あ る チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に

対 し て は， 近紫外線域の 反射率が高 い銀色マ ル チ に 高 い

防除効果が確認 さ れて い る ( 多 々 良， 1992) が， 現地で

は 品質向上の た め マ ル チ シ ー ト ( タ イ ベ ッ ク @) が導入

さ れて い る 。 こ の タ イ ベ ッ ク @ は 光反射率が銀色マ ル チ

よ り さ ら に 高 い こ と か ら ， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が果

実 に 寄生 し 始 め る 6 月 上旬 か ら 収穫期 (10 月 ) ま で マ
ル チ す る こ と に よ り ， 年間 4�5 回必要 だ っ た 薬 剤防除
が不要 に な る ほ ど 高 い 防除効果 を 示 す (土屋， 1998) 。

こ う し た こ と か ら ， 静岡県の露地栽培 ミ カ ン で は最 も 普

及 し て い る マ ル チ 資材のー っ と な っ て い る 。

本稿で は， 光反射 シ ー ト を 用 い た チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ

ウ マ の 防 除法 に つ い て 紹介 す る 。 併せ て ， 1992 年以後
ハ ウ ス ミ カ ン栽培で問題 と な っ て い る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ
ミ ウ マ に 対 し て ， タ イ ベ ツ ク @ 等 を ネ ッ ト に 利用 し た 場
合の成虫 の侵入防止効果 に つ い て 紹介す る 。

I 光反射 シ ー ト の カ ン キ ツ 園 に お け る

普及状況

全 国 の ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 生産県 に お け る タ イ ベ ッ ク @

の 出 荷実績 は， 1991 年以降年々 増加傾向 に あ り ， 特 に
1997 年産 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン で は ， タ イ ベ ッ ク @ の 出荷率
が約 8 割 を 占 め て い る ( 図 一 1 ) 。 な お， 銀色マ ル チ は カ
ン キ ツ 栽培で は ほ と ん ど使用 さ れて い な い。
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H 光反射 シ ー ト に対 す る チ ャ ノ キ イ ロ

ア ザ ミ ウ マ の反応

銀色 マ ル チ に よ る ア ザ ミ ウ マ 類 の 防除 に 関す る こ れ ま

での報告 に よ る と ， ア ザ ミ ウ マ 類の密度低下 は シ ー ト 面

か ら の反射光 を 忌避す る こ と に 原因があ る と 説明 さ れて

い る 。 タ イ ベ ツ ク @ の 290�800 nm に お け る 散乱反射光
は， そ の 90%以上が太陽光 の 光 質 に 近 い こ と か ら ， 昼
行性の チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の行動 を か く 乱 さ せ る 効

果があ る 。 ア ザ ミ ウ マ は太陽光 を 前方上方か ら 受 け る よ

う 体勢 を 維持 し な が ら 飛瀕 し て い る 。 と こ ろ が， 光反射

シ ー ト がマ ル チ さ れた 圏場 に 侵入 す る と ， 下方か ら 太陽

光 に 近 い反射光 を 受 け る た め ， 体勢 を 維 持 で き な く な

り ， つ い に は シ ー ト 面 に 墜落 し て し ま う 。 そ し て ， シ ー
ト 面 に 墜落 し た 成虫 は ほ と ん ど 飛 び立 て な く な る ( 図 -

2) 。 な お ， 墜落 し た 成虫 は シ ー ト 上 で歩行す る こ と が あ

る が， 樹の根元付近 は 日 陰 に な り や す し こ う し た 暗部
を 嫌 う た め 樹 上 へ 登 る こ と は ほ と ん ど な い (土 屋，

1998) 。 光反射 シ ー ト マ ル チ に 対 す る 害虫 の 反応 に つ い
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図 ー 1 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 生産 県 に お け る タ イ ベ ッ ク @ の
出荷実績 ( 日 函連資料， 1997) 
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図 - 2 光反射 シ ー ト の チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 成虫 に 対

す る 行動か く 乱の メ カ ニ ズ ム
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図 - 3 6 月 中旬 か ら マ ル チ し た場合の ト ラ ッ プ捕獲虫数，
寄生虫数お よ び寄生果率 (土屋. 1989) 
ー : マ ル チ 区， 一 : 対照 区， … : 許容 水準， ↓ :
マ ル チ 開始 日
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図 ー 4 7 月 下句 か ら マ ル チ が ト ラ ッ プ捕獲虫数， 寄生虫
数， 寄生果率 に 及 ぽす影響 (土屋. 1 989) 
一 : マ ル チ 区， 一 : 対照 区， … : 許容水準， ↓ :
マ ル チ 開始 日

表 - 1 被覆ネ ッ ト の種類 と ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 成虫捕獲数の関係叫

成虫捕獲数
試験 区 (供試ネ ッ ト )

♀ ♂ 合計

タ イ ベ ッ ク骨 織 り 込み ネ ッ ト A同 2 . 0 b  0 . 2 b 2 . 2  b 
タ イ ベ ッ ク申 織 り 込み ネ ッ ト BC' 0 . 8 b 0 . 4  b 1 . 2 b 
タ イ ベ ッ ク@ 織 り 込み ネ ッ ト C刷 O b  0 . 2 b 0 . 2  b 
ア ル ミ 蒸着 フ ィ ル ム 織 り 込み ネ ッ ト 単用.， 6 . 2 b 5 . 6 ab 1 1 . 8  ab 
ア ル ミ 蒸着 フ ィ ルム 織 り 込み ネ ッ ト + 青ネ ッ ト 4 mm 目 合い f) 1 . 2  b 0 . 4  b 1 . 6  b 
透明 ネ ッ ト ω 35 . 4  a 68 . 6  a 104 . 0  a 
無被覆 2 1 . 6  ab 15 . 4  ab 37 . 0  ab 

F 検定.， * *  * *  * *  

叫 : 捕獲数 は 7 日 お き 4 回 の平均値 (頭/7 日 /600 cm2) で示 し た . 同一欄内の 同一文字問 に は Tukey の多重
比較検定 で有意差がな い (危険率 1 %l . 試験期間 : 1998 年 5 月 27 日 �7 月 9 日 .

b) : 幅 12 mm の タ イ ベ ッ 列 を透明ネ ッ ト に 12 mm 間隔で織 り 込ん だ ネ ッ ト .
C) : I福 18 mm の タ イ ベ ッ 伊 を透明ネ ッ ト に 12 mm 間隔帽で織 り 込ん だ ネ ッ ト .
d) : 幅 24 mm の タ イ ベ ッ 伊 を透明ネ ッ ト に 6 mm 間隔幅で織 り 込ん だ ネ ッ ト .
剖 : 幅約 2 mm の ア ル ミ 蒸着 フ ィ ルム を約 2 mm 間隔幅で織 り 込ん だ ネ ッ ト .
f) : ポ リ エ チ レ ン製青色の 4 mm 角 ネ ッ ト に ア ル ミ 蒸着 フ ィ ルム 織 り 込み ネ ッ ト を被せ た .
副 : 2 x 5 mm 目 合い の ポ リ エ チ レ ン製透明ネ ッ ト .
同 * * は， 有意水準 1 % で有意差が あ る こ と を 示す.
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て は， 松本 ( 1998) が本誌で詳 し く 説明 し て い る の で，

参考 に し て い た だ き た い。

皿 光反射 シ ー ト マ ルチ に よ る チ ャ ノ キ イ ロ

ア ザ ミ ウ マ の防除

本種 は， 春芽が硬化す る 6 月 に 果実へ集 中 し て 寄生す

る こ と が知 ら れ て い る (土屋 ・ 西 野， 1984) 0  4 月 下旬

~収穫期 の光反射 シ ー ト マ ル チ に よ っ て 高い被害防止効

果が得 ら れた 結果 に つ い て は ， 土屋 ・ 増井 (1996) に詳

し い。 こ こ で は， 6 月 中旬�7 月 下旬 か ら 収穫期 ま で マ
ルチ し た 結果 に つ い て 述べ る 。

6 月 中旬 か ら 収穫 ま でマ ル チ し た 試験 で は ， 同一圃場

に マ ル チ 区 (全面 マ ル チ ) 6 a と 対照 区 6 a を 設 け， 各

区 の 中央部 に 3 樹ずつ 調査樹 を 設定 し て 防除効果 を調べ

た (園 町3) 。 ま た ， 7 月 下旬 か ら 収穫 ま で マ ル チ し た 試

験で は ， 同 じ 園地 に 同様 に 試験区 を設定 し て ， 防除効果

を調べた (図-4) 。 い ずれ の 試験 に お い て も ， マ ル チ 区

で は対照 区 に比べ被害果率， 被害度 と も 許容水準以下 と
な り ， 優れた 防除効果が確認 さ れ た 。

IV 光反射 シ ー ト を織 り 込ん だネ ッ ト に よ る

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の防除

6 月 か ら 出荷す る ハ ウ ス 栽培 ミ カ ン で は， 果実 の色づ

き を 良 く す る た め ， 5 月 下旬 か ら 収穫終了 ま で側窓 を 開

放 し て室内温度 を下 げ る 操作が行わ れ て い る 。 し か し ，
こ の時期 は野外で ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が多発す る 時
期 と 一致す る 。 そ こ で， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ のハ ウ
ス への飛び込み を 防 ぐ た め ， 一般 に ハ ウ ス の側窓 に は 防

虫ネ ッ ト が張 ら れて い る 。

各種防虫 ネ ッ ト の侵入防止効果 を 明 ら か に す る た め，

70 cm3 の パ イ プ枠 内 の 中央 に 黄色平板粘着 ト ラ ッ プ を
つ る し て 捕獲数 を 比較 し た (表一1) 。 そ の 結果， 捕獲数

を無被覆 区 と 比べ る と 透明 ネ ッ ト で は 多 く ， 反対 に光反
射資材 を織 り 込んだ ネ ッ ト ( タ イ ベ ッ ク @ 織 り 込 み ネ ッ
ト A 区， 同 B 区， 同 C 区， ア ル ミ 蒸着 フ ィ ル ム 織 り 込

み ネ ッ ト 単用 区， 同 ネ ッ ト + 青 ネ ッ ト 4 mm 目 合 い 区)

で は 少 な か っ た 。 一方， 透明 ネ ッ ト に 幅 6 mm の タ イ ベ

ツ ク @ を 連結 し て 織 り 込 ん だ ネ ッ ト ( タ イ ペ ッ ク @ 織 り

込み ネ ッ ト A 区， 同 B 区， 同 C 区) で は 捕獲数が少 な
か っ た 。 ネ ッ ト 資材 の す き 間 占 有率 (資材の面積 を 除い
た す き 間の面積率) を デ ジ タ ル ノ ギ ス で測定 し ， す き 間
面積率が ほ ぽ等 し い タ イ ベ ツ ク @ 織 り 込 み ネ ッ ト と ア ル
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表 - 2 供試ネ ッ ト の す き 間面積率.)

供試ネ ッ ト 同 | す き 間面積率 ( % )

タ イ ベ ッ ク@ 織 り 込み ネ ッ ト A 41 . 6  
タ イ ベ ッ ク@ 織 り 込み ネ ッ ト B 33 . 3  
タ イ ベ ッ ク@ 織 り 込み ネ ッ ト C 16 . 6  
ア ル ミ 蒸着 フ ィ ルム 織 り 込み ネ ッ ト 単用 40 . 7
ア ル ミ 蒸着 フ ィ ルム 織 り 込み ネ ッ ト 29 . 5  

+ 青ネ ッ ト 4 mm 百 合い
透明 ネ ッ ト 81 . 9 

a) : ネ ッ ト 資材そ の も の の面積 を 除 い た す き 間 の 面積 占 有率.
同 : 供試ネ ッ ト は表 1 と 同 じ.

ミ 蒸着 フ ィ ル ム 織 り 込み ネ ッ ト を比較す る と ， 前者 の ほ

う が捕獲数 は 少 な か っ た (表 2) 。 こ れ ら の 結 果 か ら ，
タ イ ベ ツ ク @ を織 り 込ん だ透 明 ネ ッ ト で捕獲数が顕著 に

減少 し た の は ， 物理的遮断 と と も に ， ネ ッ ト 資材の反射

特性の違いが影響 し て い る こ と がわ か る 。
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ で は， ミ カ ン樹上果 に 白色 カ

ル シ ウ ム微粉末 を 散布す る と ， 行動 を か く 乱す る こ と が
で き る (土屋 ら ， 1995 a) 。 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ も
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と 同様 に 昼行性 で あ る こ と か
ら ， 光反射 シ ー ト を ネ ッ ト に 用 い た 場合， こ の害虫の行
動 も 視覚的 に か く 乱 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。

お わ り に

光反射 シ ー ト は ， 傾斜地や階段状の 園地で は利用 し に

く い が， こ う し た 園地 も 大型機械の導入や作業性 の 向上

の た め ， 園地の改造が急速 に 進ん で い る 。 将来 は 光反射
シ ー ト が さ ら に 普及 す る も の と 考 え ら れ る 。 ま た ， 将

来， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の薬剤感受性が低下す る こ

と も 予想 さ れ る が， そ の場合 は 光反射 シ ー ト の利用価値

は こ れ ま で以上 に 高 い も の に な る で あ ろ う 。

こ れ ま での害虫防除 は ， 化学農薬 を 主体 に 考 え ら れて

き た 。 今回取 り 上 げた 行動 か く 乱 に よ る 防除法 は 物理的

な 防除法で あ り ， 生態系 へ の 影響の面か ら も 積極的な導

入 を 図 る べ き で あ ろ う 。
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